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アジアのヒューマンネットワークを問う 2008

−日本留学後の進路−

（財）アジア学生文化協会  創立 50周年記念 第３回シンポジウム

（財）アジア学生文化協会（ABK）では、今回が３回目となる創立50周年記念シンポジウム
を（財）東芝国際交流財団の協賛を得て、（財）文京アカデミーとの共催で開催しました。今回
は「日本留学後の進路」をテーマに、韓国、タイ、中国、シンガポール、ベトナムからの元日
本留学生で、現在日本で活躍するパネラーの方々から、留学生が卒業後日本で仕事をし、生活
していくことについて、それぞれのお立場、ご経験から貴重なお話をお聞かせいただきました。
また、第１回、第２回でコーディネーターをお願いいたしました石井米雄先生には、今回基調
スピーチをいただきました。このシンポジウムの模様を一挙お届けします。

日時：11 月 29 日 ( 土 )   14:00 〜 17:00

場所：文京シビックセンター スカイホール（26 階）

主催：（財）アジア学生文化協会

共催：（財）文京アカデミー　協賛：（財）東芝国際交流財団

13：30 　 　開場
14：00 　 　開会
 　 　挨拶  （財）アジア学生文化協会理事長 小木曽 友
   （財）文京アカデミー理事長 宮下 眞
14：10 　　 　パネラーの紹介
14：15 　　 　基調スピーチ  石井 米雄先生
14：45 　 　金 栄作先生の進行でスピーチ／討論開始
15：30 　　 　前半終了・休憩（10分）
15：40 　　 　討論再開              
16：50 　　 　質疑応答
17：00 　 　閉会

＜総合司会＞　工藤正司（（財）アジア学生文化協会  常務理事）

プログラム

石井米雄 金 栄作 Itti Rittaporn 呂 新一 符 祝慧 Dao Duy An
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（工藤）　皆様、本日はようこそお出でくださ
いました。心から感謝いたします。これか
ら、（財）アジア学生文化協会と（財）文京
アカデミーの共催によって、「アジアのヒュー
マンネットワークを問う 2008 ～日本留学後
の進路」と題してシンポジウムを開催致しま
す。最初に主催者からご挨拶を申し上げます。

（財）アジア学生文化協会の小木曽理事長お
願いします。

（小木曽）　本日はお寒い中、また土曜日午後
というお休みの時間にご来場賜りまして誠に
ありがとうございました。財団法人アジア学
生文化協会は 50 周年を記念して、一昨年か
ら「アジアのヒューマンネットワークを問う」
という、連続シンポジウムを催しております。
第１回が一昨年、昨年が第２回、そして、今
年が第３回でございます。
　今年のテーマは「アジアのヒューマンネッ
トワークを問う～日本留学後の進路」という
ことでございますが、これは昨年の第２回目、

「アジアのヒューマンネットワークを問う～日
本留学を帰国後いかに生かしたか」というテー
マを受けて、昨年はそれぞれの国に帰った方々
が体験を話してくださったのですが、今年は
日本で仕事をしたり、生活をしたりしている
方々にお話をしていただくことになっており
ます。
　さらに、留学生にとらわれないで、最近は
様々な外国人が日本国内には増えています。
自動車産業などに南米の日系人がたくさん
入っていたり、あるいは研修生もいろいろな
企業に入っています。それから、最近始りま
したインドネシア、フィリピンの介護福祉士
とか看護師の研修、さらに観光庁というのが
できて、日本に観光客をたくさん呼ぼうとい

うことで、これからも益々増えてゆくことに
なると思います。今日は元留学生の代表とい
うことなのですが、留学生とかにとらわれな
いで、幅広く日本における外国人が、仕事を
したり、生活をしたりする時のいろいろな問
題、あるいは外国人が増えて、日本社会がこ
れからどうなっていくのか、ということも含
めて幅広いトークをお願いしたいと思ってお
ります。
　今回も石井米雄先生をコーディネーターと
し、中国、韓国、タイ、シンガポール、ベト
ナムの 5 カ国の元留学生の代表の方にご出席
いただき、活発なトークをお願いしたいと思っ
ております。
　共催をしてくださいました（財）文京アカ
デミー、それから助成していただきました（財）
東芝国際交流財団、それからこの会の開催の
ためにいろいろと準備をしてくださいました
両団体のスタッフの皆様に、心から御礼を申
し上げます。
　では、今日は最後までお付き合いください
ますようお願いいたします。ありがとうござ
いました。

（工藤）　続きまして（財）文京アカデミーの
宮下眞理事長にお願いします。

小木曽友（財）アジア学生文化協会理事長
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（宮下）　只今、ご紹介をいただきました、（財）
文京アカデミー理事長の宮下でございます。
本日、「アジアのヒューマンネットワークを問
う 2008」のシンポジウムにご臨席くださいま
して、誠にありがとうございます。私どもは
第２回目から共催で名前を連ねさせていただ
いております。このシンポジウムの実施に当
たりましては、先ほどもご挨拶にございまし
たが、アジア学生文化協会様のご尽力により
まして、実施することができております。心
から感謝申し上げたいと思います。
　理事長さんのご挨拶でもお話しありました
が、昨年は、本国にお帰りになった方々のそ
の後の経験を中心にいろいろお話し戴き、大
変ご好評いただいたと思っております。私も
聞かせていただいたのですが、大変興味深いお
話で、非常に参考になったと思っております。
　今年は、留学後も日本に留まって進路を開
いている方々のお話を中心にお伺いするよう
にうかがっております。今回も聞かせていた
だくのを楽しみにしているところでございま
す。皆様方も様々な貴重なご意見をお持ちか
と思いますが、今後のものの見方、考え方

の参考にしていただければ幸いと
思っております。
　はなはだ簡単ではございますが、
挨拶とさせていただきます。どうも
ありがとうございました。

（工藤）　次に、パネラーの方々のご
紹介をさせていただきますが、その
前にご了解をいただきたいことがご
ざいます。皆様に事前にお配りした
チラシには、コーディネーターに石
井米雄先生、それからスピーカーと
して 5 名の方のお名前を載せており

ますが、ちょっと趣向を変えまして、石井米
雄先生には基調講演をいただきまして、スピー
カーの一番上に出ておりますキムヨンジャク

（金栄作）先生に、司会進行をお願いしたいと
思います。
　そのようなことで、あと 4 名の方々には従
来通りスピーカーとしてご発言いただきたい
と思います。ご了承いただけますでしょうか。
よろしくお願いいたします。

　それでは、皆様にお配りしております、こ
の緑色のチラシにパネラーのご紹介として主
なことが書いてありますので、それをご覧い
ただきたいと思いますが、若干つけ加えさせ
ていただきますと、基調講演をして下さいま
す石井米雄先生は、現在、国立公文書館アジ
ア歴史資料センター長をなさっておられまし
て、文化功労者で、京都大学名誉教授であら
れます。先生は大学を出られてから一度外務
省に入られたのですが、その後、アジアの文化、
社会、歴史等の研究を志されまして、学術の
方へ転換され、京都大学東南アジア研究セン
ター教授、同所長等を歴任されて現在に至っ

宮下眞（財）文京アカデミー理事長
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ておられます。
　先生は東南アジアの文化・歴史・社会の分
野での研究では第一人者でございます。若い
頃からお仲間と研究会をアジア文化会館で開
いておられた関係で、以来ずっとアジア文化
会館のほうでご懇意にさせていただいている
先生でございます。
　それから、司会進行をしてくださいますキ
ムヨンジャク先生は、韓国のおそらく戦後の
日本が招聘した第一番目の韓国留学生で、当
時はまだ日韓基本条約が締結されていません
でしたので、伺ったところでは、「留学ビザ」
はもらえなかったそうです。
　東京大学で国際政治を勉強されて、博士号
をとられて、韓国に帰られてからは、現代日
本学会会長をなさったり、第 12 代の国会議
員をなさいまして政界にも進出されましたが、
その後学術の方に戻られて、専門に学術の方
を追求されている先生です。先生は、韓国の
留学生の中では第１回目ということもありま
すけれども、それ以上に頭の良さと、人柄に
おいて韓国の留学生みなさんが先輩として仰
いでいる方でございます。
　次にスピーカーの方々をご紹介したいと思
いますが、実はスピーカーの方々は、ご自分
の発言の中で経緯をご紹介下さることになっ
ておりますので、この資料をご覧戴くことに
して、そちらのほうに任せていただきたいと
思います。
　それでは、最初に基調講演を石井米雄先生
にお願いいたします。

（石井）　ご紹介いただきました石井でござい
ます。座ったままで失礼したいと思います。
今回のテーマは「アジアのヒューマンネット
ワーク」というわけであります。「ヒューマン

ネットワーク」と簡単に言うのですが、「ヒュー
マンネットワーク」が果たして出来るのだろ
うか出来ないのだろうか。出来ないとしたら
なぜ出来ないのか。出来るとしたらなぜ出来
るのかということを考えないと、「ヒューマン
ネットワーク」というのは言葉として聞こえ
は非常に良い言葉なんですけど、現実性がな
いということがありますので、その問題を若
干考えてみたいと思っております。
　実は私は、先週までマレーシアに行ってお
りまして、その前はヨーロッパに行っており
ましたけれど、とにかく日本の人が海外に出
かけることがすごく多くなってきていますね。
それで、一つ笑い話をさせていただきますと、
パリにある研究所に参りまして、その研究所
を出たところからはエッフェル塔が実によく
見えるんですね。坂の上で。そこに日本人の
観光客がいたわけです。何を喋っているのか
と聞いていますと、「エッフェル塔って素晴ら
しいね、テレビと同じだね」と言うんですね。
びっくりしましたね。目の前でエッフェル塔
を見ているのに、それを日本で、テレビで見
たエッフェル塔とアイデンティファイさせる
ことによって安心すると、これはちょっとお
かしな話じゃないかと。その時つくづく思い
ましたのは、日本人はカプセルの中に入って
移動しているという感じであって、ちょうど
宇宙服を着て外気になるべく触れないように
する、そういうことがあるのではと思います。
　で、今から 30 年くらい前、私が大学におり
ました時に研究留学でロンドンに行きました。
そのロンドンに来ている多くの日本人はもの
凄い真面目な勉強家なんですね。ところがほ
とんど、イギリス人とは付き合おうとしない。
大英図書館に行って、一生懸命本を読んで、
こんなにたくさんゼロックスを持って帰って
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行く。ですから、私の同僚のイギリス人から
はミスターゼロックスがまた来たよと言われ
るくらいです。つまり日本人は非常に真面目
なんですけれど人間と触れ合うということを
あまりしない。大英博物館に行ってそこで勉
強して帰っていくというわけです。
　もっとおかしな笑い話をしますと、私は英
国でなるべく日本人と付き合わないようにし
ていたんですが、ある時パブに行ってビール
を飲んでおりましたら、隣にいた人に「あな
た日本人」と言われたので、これはまずいこ
とになったなと思ったのですが、しょうがな
いから「あ、そうです」と言ったんですね。
そうすると、その方は東京のある有名大学の
先生だったんですが、「私はここにしばらくい
るんですけれど、困ったことがあるんです」

と言うので、「何ですか」と聞いたら、「日本
では英語がわからなかったら教えてもらえた
けど、ロンドンでは誰も教えてくれないんで
すよ」。これはもうブラックユーモアですね。
つまり全然イギリス人と付き合ってない。し
たがってパブに行って日本人を見つけては日
本人と話しをする。したがって日本とイギリ
スの間にヒューマンネットワークが出来るわ
けがないですね。
　こういう問題が国際化、国際化と言って成
田から出るのが何百万人だということで、い
かにも日本が世界の中に入り込んでいるとい
うふうにみんな思っていますが、現実はそう
ではないという点が一番の問題なわけです。
　一つ大事なことは、日本と例えばインド、
日本とシンガポール、日本とドイツでは価値
観が違うわけですね。実はご承知のようにイ
ンド人は「イエス サー」と言う時にクビを横
に振るわけですね。どうして縦に振ってくん
ないのかなと思うんですけど、「イエス サー」
と横に振る。どうも気になってしょうがない。
だけど、インドではこうすることが「イエス」
である。日本ではこうすることが「イエス」
だと。つまり、そういう同じことを言うのに
やり方がまったく違う。そのことをやはり理
解しないと、というふうに思うんです。
　どうして日本は人間的な外国との触れ合い
が少ないのかとその理由を考えてみますと、
はるかかなた昔には、遣唐使とか遣隋使がい
て、中国に渡り、学問を学んで帰ってくるわ
けですが、その後、日本と中国の間の人間関
係はほとんど切れてしまうんですね。中国と
の人間関係が切れてからは、山ほど中国の文
献を手に入れて、それを一生懸命読むわけで
すね。つまり、文献を通して相手を理解しよ
うとする。

石井 米雄 (日本 ) 
国立公文書館アジア歴史資料センターセンター長、
文化功労者、京都大学名誉教授。外務省を経て京都
大学東南アジア研究センター教授、同所長など歴任。
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　これまた笑い話ですが、ある有名な先生が、
いわゆる東洋学では大先生なんですけど、私
は中国には行かないとおっしゃった。行くと
目が曇るからと言うのがその理由です。つま
り現実の中国人がどうかということには全然
関心がなくて、文献の中で組み立てられた中
国、文化というものを知識として学び、それ
で中国を理解したと思ってしまっている。こ
れは我々は気がつかないんですが、意外とそ
ういう間違いを多く持っている。それが現代
まで続いているということですね。
　日本では “ 外人 ” という言い方をします。
外人とは外の人ですね。つまりネットワーク
というのは本当はうちの中に入っていないと
困るんですけど、外国人はいつも外の人と感
じている。
　しかし、日本人は外人に対して実に親切に、
丁寧に応対しますね。外人さんを招いた人は、
例えばわが家ではお茶漬けを食べても外人さ
んが来たら天丼をご馳走するとかですね。と
にかく我々と違ったお客様というのは大事な
んだという意味で。あくまでも同じ土俵の上
で話し合っているんじゃなくて、お客様です
から帰ったらそれでおしまいと、そういう感
じになるわけです。
　これもさっき申し上げた文献を通して異文
化を理解する。文献というのは結果、記号の
世界ですから、その記号と現実の間のですね、
往復運動というのはほとんど無いままにそれ
でもって理解したと考える。
　例えば日本人は、私は旧制中学だったもの
ですから、いわゆる孔子なんかを暗唱させら
れるわけですね。ところがあれを日本語で読
むわけですよ。中国語の発音ではないわけで
す。日本人はそれを素晴らしい世界だと思っ
ているけど、たとえば中国人が読む唐詩と私

が日本語として読んだ唐詩は全然違うと思う。
にもかかわらず、日本人は非常に唐詩が好き
ですね。そこにはズレがあるのですが、その
ズレをどうしても感じることが出来ない。
　先ほど言った中国に行ったら目が曇ると
言った先生の気持ちは私はよくわかるんです
ね。つまり、その間にまったく触れ合いがな
いという点が問題があるんじゃないかなとい
うふうに思います。
　それならば日本に来ている外国人、日本と
触れ合う外国人と日本がどういう形でヒュー
マンネットワークを構築しているんだろうか
を考えて見ましょう。フジモリ大統領という
ぺルーの大統領が日本にお出でになりました
ね。フジモリさんが来た時の新聞報道を見て
いますと、フジモリさんが例えばお茶漬けを
食べたとか、たくわんを食べたとかいうこと
を書くわけですね。おかしな話なんですよね。
フジモリさんは食べていないのかも知れない
けど、食べてくれるといいな、なぜなら彼は
日本人だからと。フジモリさんというのはペ
ルー人ですね。日本人じゃないわけですよ。
だけど、日本人として理解してしまう。
　今、日本にはずいぶんたくさんブラジルと
かあちこちからたくさんの外国人が入ってき
ています。浜松でこの前シンポジウムがあり
まして、呼ばれて行った時につくづく思った
のですが、浜松でもですね、なかなか触れ合
いが出来ない。たくさん浜松に入っている人
はほとんど日系人なんですね。で、これはお
かしいのは日系人のほうがビザを出しやすい。
ということはおそらくお役所の方では、日系
人は日本人だから外国人とは違うという発想
があると思うんで、日系人はペルー人であっ
たりブラジル人であったりするのに我々はそ
う理解しない。
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　日系じゃない人はどうかと言いますと、大
相撲がいい例ですが、なんかこう日本的な行
動をしてくれるとやっと仲間にしてくれる。
朝青龍がちょっと日本的じゃないというと、
バッシングを始めるわけですね。だから要す
るに身近に感じるためにはその人を日本人に
してしまう、日本人に同化することによって
初めて触れ合うという、そういう問題がある
わけなんです。ところが、我々やっぱり個人
個人の価値観もありますし、民族としての価
値観の違いはたくさんあるわけですから、本
当にそれを理解しないことには、例えばイン
ド人に向かって、「イエス」という時にはクビ
を横に振らないで、縦に振りなさいよと言っ
ても、「わかりました」とクビを横に振るわけ
ですね。そういうのはやっぱり具合が悪い。
そういう意味で本当の意味での人間を理解す
るためには相手の価値観というのをやはり理
解して、そしてその価値観をえぐり出した上
でその奥にある人間と触れ合うことが大事だ
と思います。無理やり日本的な価値観に引き
込んで理解しようとするのではなくて、相手
の価値観、違った価値観というものを認めた
上で、じゃあインドではやはりクビを横に振
るんだと、それであるインド人と人間的に触
れ合っていく。その時に、縦に振らなければ
付き合ってあげないよというのでは、これは
本当の意味でのヒューマンネットワークはで
きないわけですね。
　そういう意味で、私は価値観の相違という
のは、意外と無視されている。日本国内でも
私は東京の人間だけど京都に長いことおりま
して、やはり京都の文化と東京の文化は違い
ますね。お雑煮にしてもお味噌にするか醤油
にするかという違いがあるように、価値観の
違い、文化の違いというのはあるわけですけ

れども、「ヒューマンネットワークを問う」と
いうのが今日のテーマですけれども、ヒュー
マンネットワークのベースには人間の理解と
いうのが必要で、その人間というのは真空の
存在じゃなくてある種の価値観を持っている
わけですね。ですからもしも将棋を指そうと
言ったら、将棋のルールがあるわけです。相
手がいくらうまくてもチェスのルールではま
ずいわけですね。もしも相手がチェスのルー
ルでいったら歩は斜めにしか行かない。おか
しいじゃないかと、歩は真っ直ぐ進むもんだ
よといっても、チェスでは斜めに行くんだよ
と。ですからチェスをやる時にはチェスのルー
ルで、将棋をやる時には将棋のルールで。そ
う考えないといけない。その違いというのを
考えないというと、本当の意味での触れ合い
はできない。
　ところが日本人はどうもやはり人間関係と
いうもので、外国から来る人と触れ合うこと
が少なかった。外国人に非常に関心を持って
いるんですけど全部文献ですね。我々が中学
の時に勉強した英語ですけど、一番大事なの
は英語を日本語に訳すということですね。英
語で自分の意思を表現しようなんてことは
いっさい教えてくれないです。で、書くとす
ると英作文とか言って全然違ったことをする。
ところが本当は相手の言うことがわかって、
そしてそれを口頭で言い返して、それからモ
ノを読んだり書いたりする。そっちの方向に
いかなければいけないんですけど、日本はま
ず文献を読む、英文和訳ということが日本の
英語教育の基本になっているわけですね。こ
れではやはり言語が持っている機能というも
のをほとんど無視してしまっている。
　したがって外国に行きますと、例えばフラ
ンス語が読めますかと言うことは、フランス
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語が話せますか、ということ
なんですね。ところが日本人
はフランス語は読めますが話
せませんというと、向こうは
不思議な顔をするわけです
ね。だけど、日本の学校教育
ではフランス語はまず読むこ
とからはじめる。英語も何語
でも読むことから始める。読
むとことというのは全部受け
身なわけですね。だからこち
らから何かを発進して、そこに交わるという
ことができないわけです。
　その意味で価値観の問題というのは非常に
大事な問題だと思うんですが、今日のテーマ
にかえって言うと、日本で留学をされた方々、
日本語の能力も高く非常にお上手ですね。ず
いぶんがんばってやっておられる。日本のこ
とも知っておられる。韓国の方であったり、
タイの方であったり、シンガポールの方であっ
たり、ベトナムの方であったりするわけです。
で、留学生はその意味での非常に大事な文化
の翻訳者だと私は思っているわけです。それ
は我々にはわからない、それは本当に留学し
て何年間か日本語が上手になるまでにずいぶ
ん苦労されたと思うんですが、それは単に日
本語というものを学ぶだけじゃなくて、日本
的なものの考え方というのをずいぶん頑張っ
て学ばれたと思うんですね。私はむしろそう
いう人の体験を日本人にフィードバックして
いただきたい。そして、日本人は実はさっき
言ったようにカプセルの中に入ったり、宇宙
服を着て外国に行くんじゃなくて、外国に行っ
たらその国の人と、人間として触れ合える。
そういうチャンネルを作るべく努力しないと、
国際化、国際化と非常に上滑りしてることに

なる。その意味で今日の「アジアのヒューマ
ンネットワークを問う」という題は私は非常
に良い題だと思います。国際化と簡単に言っ
ても、ヒューマンネットワークまではなかな
か結びつかない。国際化ということは日本人
が外国に行くことではないんだと。あるいは
外国から単にお客様が来るわけではないんだ
と。本当の意味で国際化というのは、そこ
に人間としての触れ合いが出来る。つまり、
ヒューマンネットワークが出来るということ
で、それは日本人は学ぶ機会が非常に少なく
なっている。中学から高等学校から大学に行っ
てもですね、なかなか出来ない。だからよく
言われるように日本人が一番上手い英語は

「I don't speak English」だと。「I don't speak 
English」といって相手との対話の窓口を閉じ
てしまうわけですね。
　ところがヨーロッパなんか行っていると、
ほとんど二言か三言しか知らない人なのに一
生懸命喋っている。日本人の場合は大学の
偉い先生でも何か聞かれると「I don't speak 
English」。それでニコニコしているわけですね。
何だろうこの人は？全然ネットワークが出来
ない。ですからその意味で私は今日はぜひ日
本に留学されて日本語をマスターされ、そし
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て日本文化をマスターされながら韓国人で
あったり、中国人であったり、シンガポール
人であったり、タイ人であったり、ベトナム
人である、今日の元留学生の方々からですね、
日本人の持っている問題点を、ぜひ教えてい
ただきたいというのが、私の基本的な話しで
ございます。
　一応そういうことで、発題の話しというこ
とで、時間をなるべくみなさんにたくさん喋っ
てもらいたいので、私の持ち時間はあと 12 分
あるんですけど、むしろみなさんに喋っても
らったほうがいいと思うので、私はこれで。
どうもありがとうございました。

（工藤）　石井先生、ありがとうございました。
それでは、キムヨンジャク先生の司会進行に

お任せしまして、スピーカーの方々の発言を
お願いしたいと思います。キム先生お願いし
ます。

（キム）　韓国から参りましたキムヨンジャク
（金栄作）です。 日本に滞在してもうかなり長
い年月になりますが、私の名前を韓国語の発
音で紹介される機会は、数えられるくらい少
なかったと思います。これは基本的には私の
責任ですが、私の名前が良過ぎた？ことに問
題があったと思います。私の名前は日本式に
読むとキンエイサク。日本の元首相佐藤栄作
と同じ名で、ちょうど私が日本に留学してい
たころ、佐藤首相が現役でした。自分を紹介
する時、キムヨンジャクと紹介するとなかな
か覚えてくれないし、私が自己紹介する前に
日本の先生や友人達は、日本式にエイサクさ
ん、エイサクさんと呼んでいました。しかし、
最近は日本式にエイサクという名前で紹介さ
れると違和感があり、できるだけ、キムヨン
ジャクという韓国名で紹介させてもらいます。
　私は自分の名前の呼ばれ方ひとつにも時代
の変化を感じているわけです。同じアジア人
でも、例えば中国人、日本人、朝鮮人、韓国
人は、漢字文化圏に属していて、幸か不幸か
漢字をそれぞれの国の言葉で使っているから、
韓国語では韓国式漢字の読み方があって、私
の名前は金栄作と書いてキムヨンジャクと読
むわけですが、日本ではその漢字だけ書いて
おくと、みんなおのずと日本式にキンエイサ
クと読んでしまう。中国に行くと、チンロン
チュオということになる。では、ロンチュオ、
エイサク、ヨンジャク、どれが私の名前か？
実態のあるアイデンティフィケーションから
言うと、ヨンジャクというのだけが、私の名
前です。

金 栄作 (キム ヨンジャク、韓国 )
法政大学客員教授、国民大学名誉教授。元現代日本
学会会長。第12代国会議員。旭日中綬章受賞。著
書『韓末ナショナリズムの研究』、『21世紀韓日関係』
など多数。
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　私は以前、明治時代の伊藤博文、それはハ
クブンと読むのが正しいのかヒロブミと読む
のが正しいのかについて専門家に聞いたら、
親しい人はハクブンとも呼んだでしょうけれ
ど、普通はヒロブミと呼んでいたとのことで
した。それで私は、日本人でも同じ日本人の
名前を違った形で呼ぶ慣例があることを知り
ました。
　私はこれも、今日、私たちが話題にする東
アジアの共通文化、そしてその共通文化で何
が共通していて、 何が異なるのかを再確認する
ことから東アジアの新たな時代、そのありか
たを作り上げる土台にすべきではないかと思
います。
　これから 4 人の今日のパネリスト達に、順
番に、石井先生のお話を受けてのコメントで
もいいですし、それと直接関係がなくても、
日本に長く滞在なさった方々ですので、それ
ぞれご自分の体験から、現在の日本と自国と
の関係等について発言していただきたいと思
います。
　最初にひとつ私がお願いしたいのは、お一
人であまり長くお話しをなさると、４人が１
回ずつ話すだけでも時間が過ぎてしまうので、
できるだけ要点をまとめ問題提起として手短
に発言してください。こういった形で発言回
数を出来るだけ増やして、前半の 1 時間半の
中でもできるだけお一人が 2 ～３回発言が出
きるように会議を進行させていただきたいと
思いますので、ご協力お願いいたします。そ
れでは、まずイッティさんから、お話しくだ
さい。

（イッティ）　タイから参りましたイッティと
申します。今日は大変懐かしい顔のお友達と
再会するだけでも大変嬉しく思っています。

後でご挨拶を個別にさせてください。
　資料を用意しましたのでスクリーンを見な
がら説明させていただきます。
　僕はちょうど 30 年前に日本に来まして、学
生で 10 年、その後研究者で 9 年、そして 1996
年にタイに帰りまして、2006 年にまた日本に
戻って来ました。
　仕事、勉強においてはずっと研究だったの
ですが、この３年は自分でも予想しなかった
商社というところに入りまして今仕事をして
います。本日のテーマを与えられて今もまだ
考え中ですが、なぜ今ここに自分がいるのだ
ろうということとも関係しますので、その話
しをさせていただければと思っております。
　僕が日本に来た時（1978 年）はアジアやタ
イはまだ、今も、弱い国で、当時自分の意識
も日本に留学させていただいた、まあ奨学金
をもらってきたのは、途上国への日本の支援
という意識が強かったです。留学中は、新星
学寮に入ったり、アジア文化会館に出入りし
たり、穂積先生の精神に触れたりという時代
背景があったと思います。しかし今は昔と状
況が違ってきて、ある国がある国を支援する
という要素はありますが、僕の今の仕事がそ
うですが、今まさに国際的な人材獲得競争の
時代に入ったわけです。2020 年に 30 万人留学
生という状況は、まさに今我々は、そういう
違う局面に入っているかと思います。
　表１の 2 つ目のところですが、日本に来て
いろいろなことを勉強できたのですが、一番
感心したのは日本の統計の良さです。なんで
も統計と平均が取られているところですね。
日本では統計で毎年平均年齢が発表されます。
僕もそれを見て約 20 年前からタイの平均年齢
はどうだろうと。それ以来僕もタイの人口に、
デモグラフィーですね、興味がありまして、
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タイの平均年齢とか出生率などを追いかけて、
わかったことは、タイも高齢化に向かってい
る国の一つだということです。最近、アジア
の半分くらいの国が高齢化に向かっています。
日本の今の状況は、実はアジアの10年、20年、
あるいは30年後に、同じことが発生すると。
　従って、人の奪い合い、頭脳の奪い合いと
同時に高齢化は各国が直面していくと。
　今回日本が打ち出した 2020 年の留学生 30
万人計画ですが、僕が学生の間は 10 万人の目
標でもかなり苦労されていた、僕もその中に
いましたが、関係者は大変苦労され結局達成
されて、今日の様相になったと思います。し
かし今は世界的にも、アメリカはもっと積極
的に人を集めているところからしても、2020
年に 30 万人というのは日本の観点からも必然
的な政策の出し方かなあとは思います。
　ただ、今日いろんなところの関係者が来ら
れていますが、30の拠点大学で30万人、つま
り一つの日本の拠点大学で 1 万人の留学生と
いうのは、かなり大変なんじゃないかなと。
　今、一番多くの留学生を受入れているのは
たぶん東京大学ですね。それでもおそらく全

体 で 3000 人、4000 人
なので、一つの大学で
1 万人の留学生という
のはどういう状況にな
るかなあという懸念が
一つあります。
　あとは、日本語が難
しいので、日本に留学
しても英語だけで勉強
でき、卒業まで見込め
るというような政策も
採用されようと、ある
いは既に実行されてい

ますが、この辺は何が何でも数だけ増やそう
という違和感がありますね。どう理解すれば
よいかというのが一つあります。
　もう一つ、僕が 1996 年にタイに帰った時
のオファーとしては、タイの政府機関ですけ
れども、日本でもらっている給料と同じ給料
を出しますから、帰ってくださいというよう
に、実は今、同じ仕事だったら世界中どこに
行っても、実質同じお金をもらえる時代にな
りつつありますね。だから、給料で日本が人
を引っぱるというのは、なかなか難しい時代
に入っているだろうというのが、僕の思うと
ころです。
　もう一つは、今自分は日本で民間の会社に
入って３年目ですが、もちろん日本のモノづ
くりのレベルの高さは疑う余地の無いところ
ですが、仕事の環境としては、これで人を集
められるかというと、僕はまだ疑問があると。
つまり留学生を採用してそのまま日本に残っ
て、日本の産業の力になってもらうという発
想での日本企業の魅力というのは、それだけ
ではまだちょっと足りないというのがありま
す。

●これからは国際的な人材獲得競争

●アジアには高齢化とそうでない国があり、状況が違う。2020 年は中国、

韓国、タイ等も結構高齢社会

● 2020 年留学生 30 万人。30 拠点大学。1 万人留学生 / 大学 ! 大丈夫ですか ?

「英語でも日本留学 OK」の違和感はどう理解すればいい ?

●グローバル化で同一職業は実質同一賃金の傾向

●企業・会社だけが決め手ではない

●働きやすさ、住みやすさ ( 子育て、教育、医療 )、環境等が決め手

●国際結婚が有効な手段 ?

●日本ファン =? 日本はものや製品ではなくもっと「日本人」を売りにすべ

き 愛され、尊敬される対象は人

●ものの豊さ追求の終焉。精神的な豊かさが決め手

（Mr. Itti 表１）
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　自分が留学で日本に来て、タイに 10 年戻っ
て、また日本に戻ってきた理由を考えてみま
すと、表１にある通り働きやすさ、住みやすさ、
これは子どもが出来るまでとは全然発想が
違ってきたんですね。子どもができると、子
育てのしやすさというのが、親としては、非
常にいろんな困難を乗り越えてでもこれは大
事なことがよーく自分でわかりました。
　また、教育ですね。医療、タイは、医療は
そこそこ悪くはありませんが、子育て、教育
のところが大きいかと。そして環境、ここで
言う環境とは本当の環境ですね。緑、空気、人、
時間、その他。だから給料ではない。会社で
はない。このところが大事ですね。自分はそ
のように思っています。
　で、日本はその魅力があるかどうかが大事
なところですが、自分の考えではあると思っ
ています。そこを売りにしてやったらいいか
なあと。
　もう一つは、いろんなことを言っても人は
動き回るので、例えば、僕もそうですが、こ
こにいるフーさんもそうですが、国際結婚が
一つの決め手です。もう選択の余地がなくな
るんですね（笑）。こういうところが結局は
大事かなあと。例えば日本の大変優秀なみな
さんもタイに行って、タイの人と結婚して向
こうに残っている人も多いですね。それで活
躍されていらっしゃる。そういうのも一つの、
これからの世界にいいかなあと思います。
　結局、経済の力とかでは、人は引っぱれな
いことがありますので、次に、気持ちの面を
見てみるとですね、結局のところ日本ファン
を作りましょうと。日本ファンを増やしましょ
うということです。というのは、例えば僕が
10 年タイに帰っていたとき一番悔しいのは、
日本の製品はけっこう評判がいいのですが、

ただ、日本の凄さ、良さというのはタイ人に
は全然わかってない。そういうところが悔し
いというか、結局モノしか見ていないんです
ね。人間は浅いところがありまして、感心は
するけれど、本当にそれを作った日本人の良
さはですね、世界は知らんというころがあり
ます。
　これはお世辞を言っているのではなくて、
日本の悪いところはいっぱいある。だけど日
本のいいところは世界は知らない。これから
日本観を作るというのは、僕はそういう製品
とかモノじゃなくて、日本人そのものが、も
うちょっと知られたら大変いいかなあと思い
ます。いいところも悪いところも。結局、愛
されて、尊敬されるのは本当は人なんですね。
人で売れなかったらどこの社会でも売れない、

Itti Rittaporn（イッティ リッターポン、タイ）
1978年文部省国費留学生で来日。東京大学工学部
物理工学博士(超電導)。タイ国国立電子・コンピュー
ター技術センター (NECTEC) 副所長、2006年再
来日、民間企業で新規ビジネス開発担当。
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というのはあります。
　次に表2で、「2020年、2030年の日本の国際化」
を考えてみました。世界の人口が70億、80億、
100億になった時に、今までの日本や先進国の
ようにモノの豊かさを追求する世界はあり得
ない、そうはいかないというのが考えられま
す。したがって、将来もし世界中からいろん
な人が日本に集まってきても、ものの豊かさ
の追求ではなく、いいものを考えたり、作っ
たり、大変健康な社会を作っていく形が実現
すれば、そういう豊かさを求める人がやって
来るようになるかと思います。
　日本にいたら癒される、ホッとする、いい
ことが考えられる、いいものが作れる、いい
家族、子育てが出来るとかですね。実は北欧
の国々を見ると、そういう環境が出来上がっ
ているところがあってですね、日本は高齢化、
人口が頭打ち、減っていく一方で、これから
の日本は外国人があまり混ざってこない社会
でやっていけるかというと、なかなか難しい
ところがありますよね。そこで、人と日本の
良いところを売りに出せば、30 万人と言わず
世界から日本の良さを活かせて、日本と溶け
込める人はいくらでも集まるのではないかと

思います。
　そうすると、積極的にそういう政策を作っ
ていかなければいけないかなと思うわけです。
自分もここのところのコミットメントとして
は、当分日本にいなければいけない、あるい
はいていいことをしたい。そうした中で、自
分のテーマとしても考えていますので、ぜひ
みなさんとも、留学生 30 万人、何万人かは知
りませんが、いい方向に持っていけたらなあ
と思います。
　表2は、まだ考えかけですが、後でディスカッ
ションの時に話せればと思います。横軸がい
ろんな国ですね。今日、今座っている順は年
齢順ですが、その表の順番は日本からの距離
の順番でだいたい並べてあります。韓国が一
番近いですね。中国、韓国、台湾、ベトナム、
インドネシア、タイ、マレーシア、シンガポー
ル、すみませんフィリピンを入れて無かった
ですね。この中で縦方向はいろんな要素があっ
て、色の付いたところは実は日本との協調性
が高い、という気がしているところですね。で、
色の付いたところが多い国ほど、これから日
本と補完的に、一緒にやったらいいのではな
いかと考えてみましたので、また後でディス

（Mr. Itti 表２）

※グレーの多い国ほど日本に定着する？

2020－ 2030年の日本の国際化とは？
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カッションさせていただきたいと思います。
　ありがとうございました。

（キム）　イッティさんの今の話は非常に面白
い話でした。同じアジアでも、それぞれの国
の歴史的関係からして、感じる度合いが違っ
ているところがあると思います。その点も又
討論の話題にすると面白いのではないかと思
います。
　それでは、次の先生お願いします。

（呂）　中国からかれこれ 20 年前に来日した呂
です。私は日本に来てから東京大学大学院で5
年間くらい学生生活を満喫していました。お
金はなかったのですけど。生協（コープ）の
中に本屋があって、そこで書評を書くアルバ
イトをしていたのですが、そうすると毎週本
を評論する会議があって、そこで弁当をただ
でもらえた。また、スキーも招待されるんで
すね。そういうことで、毎年冬になるとコー
プのお金でスキーに行けたんです。でも、実は、
幸せな生活はそこまでだったんです。
　ところで、日本に来る前は、私はずいぶん
アウトサイダーでした。母の生家は本来は金
持ちの家だったのですが、毛沢東の革命で一
気に一番貧乏な家になってしまった。そして、
父は共産党の幹部でしたが、上層部に仕事の
改善すべき点を指摘したら、レッテルを貼ら
れたんですね。右翼とか、…。
　その上、私は農民による再教育を受けるべ
しとして、17 歳の時に田舎に送られ、色んな
農作業を経験しましたが、いつも、“ 悪い家
庭に生まれたが、教育したらなんとか使いも
のになるだろう ” というレッテルが張られた
ままですね。色んなことをやっても、どんな
に頑張っても、結局は出世できる部類に入ら

ないし、共産党にも入党できず、他人よりも
ずっと下ということで、殆ど、アンタッチャ
ブルみたいでした。
　日本に来てようやく、顔は日本人と変わら
ないので、何とか芽が出たというか。大学院
の２年生の時、「呂くんというのは日本人と変
わらず優秀ですよ」とほめられました（笑）。「日
本人と変わらず」ということが、優秀の度合
いの代名詞なんですね。
　その後アメリカに行って、それから日本に
戻ったんですが、日本の外資系証券会社、２
社に勤めて、あと日本の大銀行、１、２位を
争う銀行で、ずっと契約社員として勤め、つ
い最近辞めたんです。
　その間もアウトサイダーでしたね。どうし
てアウトサイダーかというとですね、まず昇

呂 新一 (ロ シンイチ、中国・江蘇省 )
1983年中国政府奨学生として来日、東京大学大
学院工学博士 ( システム工学、エネルギー経済 )。
中国、日本、アメリカの証券会社、銀行等数社に勤
務。現在、金融コンサルタント。
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進は関係ない。昇進昇格ですね。どんなこと
をやっても、昇格は関係ないということです
ね。これは契約社員だからということですね。
組織外の人、ずーっと、そういうことをやっ
てきた。
　ですから、もしこの会場に外国人がいて、
日本の会社に入るという人がいれば、二つの
アドバイスをしたいと思います。一つは、日
本の会社で外国人が出世を求めるのならば、
40 才止まりですよということ。これは日本の
文化の一つで年功序列から来ることです。ど
うしてかと言うと、年上の部下は持ちたがら
ないからですね。一方、外国人は 40 歳になる
と出世はまず出来ない。けれども上のほうの
日本人はどんどん若返って自分だけ年を取る。
そうすると 40 代以降は日本の会社では、居場
所がなくなると言うことです。もちろん大学
などの研究職は大丈夫でしょうけれど、公務
員もね。でも普通の会社にはいるとそういう
ことになる。
　もう一つは契約社員としての給料について
ですね、僕の場合は金融だったので、業績に
応じてボーナスもらえますけれど、殆どの人
はそうではない。日本の大企業では、ボーナ
スはほとんど同じですからね。しかし、僕の
場合、逆に、パフォーマンスが悪いとあまり
もらえないですね。業績が良い時にはもらえ
ても、今度リストラがきたら、真っ先にその
対象になったりする。
　こういった人たち、契約社員というのは退
職金は０、厚生福祉は期待できない、保障も
ない。だから、いつ放り出されて、野良猫み
たいな生活になるのかを覚悟しなければなら
ない。そういう意味では、いろいろ覚悟をして、
やって下さいということです。
　逆に、日本の企業の方に言いたいことは、

日本で外国人を雇うというのは、彼らが優秀
でなければ、たぶん雇わないですね。しかし、
何かをクリアしてなかったら、外国人は日本
には来れませんから、彼らには何かがあるん
ですね。
　でも、そこで自分たちと同じようなことを
求めたら、意味がないんです。日本人という
のは、非常に細かいところに目がいく、これ
が工業製品の高さにつながっていますが、逆
にそれで人間に対しても細かいところに目が
いってしまう。すると、外国人の違うところ
を見てしまって、気に食わないということに
なる。そうすると、実は意味がなくなっちゃ
うんですね。それだったら東京大学に行って、
優等生だけを引っぱってきて、模範解答を出
してもらえばそれでいいじゃないかというこ
とになっちゃうんですね。
　そういう意味では外国人の良さを殺さない
ためには、別に国際交流とか言ってね、中国
人は餃子を食べるとかそういうことを知らな
くても全然いいんです。一番大事なのは「異
を捨てて同をとる」ということで、中国の諺
にあるように、同を求めて異を存在させる、
認める、ということですね。外国人を雇って
国際的な大きなことを狙うんだったら、小さ
いことにはこだわらないことですね。
　何でもそうです。大きなことをやるには大
きな目標を立てることです。それを、今日、
布団を外に干ほしてきたことを気にして、大
事な会議なのに雨が降るんじゃないかと帰っ
ているというのでは、大事なことが前に進み
ませんよね。日本人にはそれを言いたいです。
　もう一度、外国人のことに戻りますと、日
本企業に勤めている以上は、ある程度寂しさ
を覚悟しないといけない。というのは文化の
背景を全く知らないから。僕が会った日本人
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は、お昼に何を喋るかというと、だい
たい野球ですね。あとは社内の人事異
動、誰がどこに行って誰がどこに来る
とか。外国人のあなたは殆ど知らない
し、知ってもまったく意味ない。そう
するともう蚊帳の外に置かれるんです
ね。そこで寂しさを覚悟しないといけ
ない。ここで就職する以上はですね。
　もう一つは、あんまり感情的になら
ないこと。僕はしょっちゅう感情的に
なるんですけども、中国に関係する出
来事では絶対感情的にならないです。実は。
　というのは、私は中国から、イッティさん
はタイから、アンさんはベトナムから来てい
ますが、自分は自分の国のことを良く知って
いるつもりでいるんですね。そこに、また感
情移入があって、国を離れると、自分の国をど
んどんかわいがっちゃう。そして他の国の人か
ら自分の国の批判を言われるとカッとなっちゃ
う。平常心で客観視できないんですね。
　自分が年をとって、色々経験するとだんだ
ん小さい頃の教育の影響が薄れて、ものを客
観的にわかるようになるんですね。だから、
インド人だからインドのことがよくわかると
いうことはないんです。そのままだと非常に
間違いで危険です。外からいろいろ叩かれて
成長するということですね。

　最後にもう一つ言いますと、ヒューマンネッ
トワークについてです。タイトルを見た時に
思ったんです。人間の一番美しいことは助け
合うことで、これ非常に大事です。ただし、もっ
と詳しく見ると、人間というのは心が響き合っ
て、本当に助け合わないとダメです。本当に
心が響き合うと、その人が何を大事にしてい
るか分るんです。その人が目標を達成するの

に、私もぜひ一肌脱いで頑張ってサポートし
てあげたいという風に。そういう意味では、
人間というのは、何を大事にしているかとい
うことを、お互いに見極めるんですね。それ
は日本にいてもあるいはブッシュの国、どこ
にいてもそうです。とにかく世の中を良くす
るのに何を一番大事にするかということ。
　それに関連して去年の 12 月、前にいた大手
銀行で差別に反対する標語をみんなから募集
したんですね。僕の同僚は何を書いたかとい
うと、「あなたの差別行動を、子どもが見てる、
奥さんが見てる。」というのが多かったです。
誰か見てるというのがだいたいの人の発想で
したね。僕自身が書いたのは、「他人への差別
は自分への詐欺である」と。どうして自分へ
の詐欺かというと、自分は他人より上といっ
て自分を騙しているから。それは、自分の気
分を良くしているだけで、実は自分が他人よ
り上ということはないんですね。
　そこに日本と中国文化の違いがあるという
ヒントを得たんです。要するに日本人という
のは誰かに見られること、世間様が物凄く大
きい。中国人は、ある意味で、自然中心主義。
自然に逆らってはいけないと。中国ではよく
引用されるんですね。「何か悪いことをしたら
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天は見ているぞ」と。そういう意味では、中
国ではお天道様に怒られちゃうとめちゃく
ちゃなことになります。
　日本では、みんなが同じことをやったらこ
わくない。日本人というのはお互いの監視で
成り立っている。だから、同じ方向に走った
ら監視による牽制がなくなり、危ない。中国
では自然の摂理に違反したら危ないというこ
とになるわけです。　
　それと関連して言うと、アメリカでは法で
すね。米中日、この３つの大きな影響力のあ
る国は文化が全然違う。だから彼らが大事に
しているものも違う。大事にしているものが
違うとわかると、ある程度、企業の行動や思考、
人間の思考もわかります。それが予測できる
と、予想外のことが起こっても、人間関係が
壊れるとか、物事が運ばなくなるとか、これ
は防げますね。

（キム）　 ロ（呂）さんは中国の発音ではなん
と言いますか。僕は韓国式で紹介されました
が、ロさんは日本式で紹介され・・・。まあ
いいことにして、中国に行ったら中国式で発
音することにして、次、フー（符）さんにお
名前を中国語で発音していただくことから、
始めましょう。

（符）　シンガポール出身のフー・チューウェ
イ（符祝慧）です。私は呂さんとイッティさ
んとはだいたい同じ時期、80 年代に、アジア
文化会館にお世話になり、そこの寮に住んで
いました。ですから今日の会は私にとっては
パネルディスカッションというよりは同窓会
のようなものです。また、会場にはたくさん
知っている顔がみえますので、今日の話はと
ても気楽な気分でいきたいです。

　私は日本の大学を卒業した後、ずっとテレ
ビ、新聞関係のいわゆるジャーナリストとい
う道を歩んで今日まで来ました。ここまで来
られたのは、日本留学とアジア文化会館のお
かげだと思っています。最初は、ドラマ制作
などを勉強するつもりで日本の大学に入り、
映像を中心に学ぼうと思っていました。しか
し、その後、日本社会を見て、日本人と付き合っ
て、またアジア文化会館と私が付き合ってい
る日本社会がなぜ違うのか、という問題意識
から大学卒業の時にドキュメンタリーを作り
ました。その後帰国して、シンガポールの国
営放送に入ったんです。
　今日、特にこういう場で、留学生の皆さん
もいますので言いますと、自分が留学して勉
強したいことは、あらかじめ決めてから来る
人も多いと思いますが、ここ、日本を見ると
いうこともとても大事だということです。特
に私の場合、特派員として日本を知らないと
私は仕事にはならないんです。
　ここで、ちょっと気分転換に、私が 3 年前
に作ったビデオを 2 分間だけ見ていただき、
どういう仕事をしているのかを紹介したいと
思います。

　ビデオ放映・・・

（符）　このビデオをアジア学生文化協会の主
催者に渡したのは水曜日です。その次の週に
インドでテロと言われるような事件が起こり
ました。私の留学の時を考えると円高も大変
進んでいます。私自身が、たぶん呂さんやイッ
ティさんも同じ経験をしていると思いますが、
日本は何でもとっても高いという印象でした。
当時はまだ、留学生は 10 万人はいなかったの
ですが、これから 30 万人を受けれる計画が
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あるとのことですね。最近の円高で本当にそ
の数字に達するかどうか、わかりません。先
ほど呂さんがおっしゃったように、呂さんは
日本で仕事をしていますし、私は結婚と仕事
を兼ねて日本に住んでいるのですが、80 年代
に比べると周りの外国人はすごく多様化して
いるんですね。私の周りにも、子育ての時に
は国際結婚という人たちがたくさんそばにい
て、言葉もできないのに子育てをしたりして
日本に居る。また最近の日本では、介護の人
たちが足りないので、インドネシアやフィリ
ピンからどんどん来るようになっている。そ
ういう留学生とは違う外国人も私たちの仲間
になってきました。今 30 万人を目標としてい
る留学生は、将来、政策としても 100 万人を
超えることになるのではないかと思います。
　ただ、一つ気になりますのは、先ほど呂さ
んやイッティさんが問題提起をして、また最
初に石井先生もおっしゃったように、この日
本とどう付き合うのかという問題です。今私
は、日本に来てから 25 年目になります。最
初に日本に来たのは 1983 年です。じゃあ今の
日本と私が大学の時の日本は変わったかと言
うと、私は変わってないと言っています。私
より更に 20 年前に日本に留学した大先輩が
いまして、今大学の教授になっているのです
が、彼もジャーナリストの一人です。彼も 20
年間に書いた文章はほとんど同じだと言って
います。
　今私が書いている文章の内容も、だいたい
彼が当時書いたものと似ている部分が多いん
ですね。ということは、日本は変わっていな
い。更に遡っていくと、実は日本に住んでい
る外国人は、私たち留学生が最初ではないん
ですね。もともとここに住んでいた在日韓国
人、華僑の人たちがいます。しかし、外国人

に対する不平等は戦前から戦後まであまり改
善していないのではないか、と私は思います。
　また後ほど皆さんとそこを議論したいと
思っています。ありがとうございました。

（キム）　 次にダオさんの話しを聞いて、その
後討論に入りたいと思います。

（アン）　初めまして。ベトナムのアンです。
名前はダオ・ユイ・アンで、名字はダオですが、
ベトナムでは名前で呼んでいて、短くて覚え
やすいかなと思ってずっとこの名前を日本で
も使っております。
　このスピーカーの中では一番若いと思いま
すが、今 30 歳です。というわけで、ちょっと

符 祝慧 (フー チューウエイ、シンガポール )
1983年日本留学。日本大学芸術学部放送学科卒
業。シンガポール国営放送ディレクター、東京放送
等経て , 現在シンガポール・プレスホールディング
『聯合早報』東京特派員。日本人と結婚、日本で子
育てをしながら東京大学大学院情報学環修士卒。
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生意気な発言も許されるだろうと開き直って、
話をしたいと思います。
　少し自己紹介をいたしますと、私は 1998 年
に日本に来日しました。そのきっかけは ABK
の先輩でもあります、ホエ先生（グエン・ドク・
ホエ氏）です。先生は去年の ABK のシンポ
ジウムのスピーカーとして出席されています。
ホエ先生のドンズー留学プログラムによって、
1998 年に来日して、その後東京大学の建築学
科の修士課程を出て、2006 年に設計事務所に
入りました。建築関係の仕事をしています。
　私たちを日本に送り出した時のホエ先生の
言葉は、今でも忘れられないです。「日本は地
獄です」と。「日本に行ってちゃんと生きて帰っ
てきたやつは人になれます」と。今、毎日の
残業でちょっと死にかけていますけど。（笑）
　そのことがずっと今でも頭の中残っていま
す。だから今私は日本で日本企業に勤めてい
ますが、ずっと日本に留まるつもりはありま
せん。近い将来ベトナムに帰って仕事をやり
たいと思っています。
　日本に来て凄く感心したのは、日本人の仕
事に対する思いですね。仕事は、身を削って
でも完成させるという思いです。だからそれ
が裏目に出て頑張り過ぎて過労死という問題
もあるのですけど、そういう残業の文化は、
文化という言葉を使わせていただきますけど、
他の国では、少なくともベトナムではありま
せん。定時になったらみんな、べろべろにな
るまで飲んで、家に帰っていきます。
　そういう文化の違いを乗り越えて、日本に定
着させられるかということですね。「定着」と
いうのは留学生30万人計画の中で使われてい
る言葉なのですが、私が思うには、留学生は全
て日本で就職させる必要はありません。留学生
は自国で活躍することこそ、日本の宣伝になり

ますし、日本の国際的な立場も上がると思いま
す。留学生の日本だけでのステージを準備して
も、あまり意味がないと思います。
　また、外国から労働力を入れる前にニート
の問題を解決した方がいいと思います。家族
の中の子供を遊ばせておいて、外の人に働い
てもらって家を支えてもらう話になりますの
で、普通あまり長持ちしない話ではないかと
いうふうに感じます。
　30 万人の留学生受入れの話に関連してです
が、将来受入れる留学生のことより、今まで
日本に来ている留学生の受入体制の見直しを
行った方がいいのではないかと思います。問
題は、留学の質ですね。今まで日本に留学し
ている人たちのネットワークを構築し、その
人脈を生かして、メンバー各自の交流・ビジ
ネスのチャンスを広げるシステムにしていけ
ば、必ず日本留学が魅力やメリットのあるモ
ノだと人々が受け止めるでしょう。そうなっ
て初めて日本が好きになって日本に行きたい
人が増えるのではないかと思います。
　外国人とうまく交流するには、もちろん日
本人の方はもうちょっとオープンになってい
かないといけないと思います。この間の新聞
を読みますと、観光客が増えている事に対して
5割くらいの日本の方が不安を感じているとい
う記事がありましたが、それなら長く滞在する
留学生たちが周りに居たらなおさら不安にな
るんじゃないかと思います。
　逆に留学生自身も積極的に、先ほども石井
先生のお話にもありましたけど、自分たちも
積極的に地元の人たちと交流を持たないと、
同じ結果になります。僕の出身であるドンズー
留学生が、僕が来た時はたぶん 200 人ほどで
したけど、今は 800 人くらいになってますね。
そうすると後輩の顔も知らないくらい数が多
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いんです。そうした中でみんなよく団結して
お互いを助け合ってやっているのですが、そ
れを見ていると少し不安になるんです。彼ら
は彼らの中だけで物事を解決してしまうと、
結局日本人との関わりというか関係が生まれ
ないわけです。問題は日本人だけじゃなくて、
留学生のほうにもあるというふうに感じます。
　日本は “ ワ ” を大事にするという国なの
ですが、“ワ”というのは和平の「和」でも
ありますし、丸の「輪」でもあるのです。ただ、
その「輪」を守り過ぎると、その「輪」の中
のものしか成り立たないのです。その「輪」
をどこかで切っておかないと、外からの要素
が入って来ない、人が入って来ない、つまり
外との交流が成立しないということになりま
すので、「輪」を大事にし過ぎないということ
ですね。心をオープンにしていかないと国際
化とか、ヒューマンネットワークを構築する
ということは難しいのではないかと思います。
　以上です。

（キム）　どうもありがとうございました。そ
れぞれの先生方からいろいろ貴重なご意見を
伺いました。休憩後、後半において、できる
だけ今日の主題と関連づけてまとめてみたい
と思います。

（工藤）　それでは 10 分間休憩しまして、3 時
40分から再開したいと思います。

＜休憩＞

（キム）　それでは第二部というか、第二セッ
ションを始めたいと思います。討論に入る前
にオーディエンスから前半部の発言に対する
コメントや質問があれば出していただいて、

該当する先生に発言していただくようにした
いと思います。

（聴衆１）　カミシマといいます。東京の中野
から来ました。仕事はしておりません。石井
先生にお尋ねしたいのですが、2020 年に 30
万人の留学生を受入れるということですが、
これは日本の国として費用を出すということ
ですか。それともただ単に留学を希望して来
る人を日本が許可するということですか。

（工藤）　そのことについては事務局のほうか
らお答えさせていただきたいと思います。先
ほどからしきりに「留学生 30 万人計画」とい
う言葉が出ていますが、これは日本政府が今
年（2008年）の夏に正式に打ち出した政策で、

Dao Duy An 
（ダオ ユイ アン、ベトナム・ダナン）
1998年来日。東京大学工学部建築学科修士卒。
2004年から日本で民間設計会社勤務。
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現在 15 万人前後の留学生を 2020 年までに 30
万人まで受け入れを拡大するという方針なん
です。これはとくに研究機関とか企業に、若
手の労働者が枯渇してくるという予測の元にそ
ういうところの研究者、ビジネスマンを補うた
めに、優秀な留学生の受入れを拡大しておかな
ければならない。こういう見込みの上で、日本
政府が正式に打ち出している政策です。

（聴衆１）　そうすると日本政府がいくらかお
金を出すわけですね。

（工藤）　まだ中身についてはいろいろありま
して、でも 30 万人分の奨学金を出すわけでは
ありません。ただ、いくぶんかの奨学金の増
分は考えているようです。

（聴衆１）　もう一つ、シンガポールの先生に
お尋ねしたいと思います。さっき先生は日本
人の意識は戦前から変わってないのではない
かというお話がございましたですね。私は違
うと思います。この間見てみると、1923 年の
９月 1 日の関東大震災の時、朝鮮人、韓国人
を大量に殺しましたよね。中国人も日本人が
殺しました。私は 1995 年、神戸の大震災で一
番心配したのはその再来が来ないかというこ

とを一番先に心配したんです。街が壊れて人
が死ぬというよりも、民族蔑視といいますか、
そのことに基づく虐殺が起きないかと。あそ
こにはたくさんの朝鮮人、韓国人、中国人、
それから被差別部落の人がいますね。そこで
弱者に対する暴行が起きないか。しかし、現
実には全然起きませんでしたよね。やはり日
本人は非常に変わっていますよ。戦前から戦
後すぐくらいまでは、中国人のことを中国人
と言った人はあまりないんです。みんなチャ
ンコロと言いました。チャンコロとは中国人
に対する蔑視ですよ。今は、そういうことを
言う人はそんなにいないでしょう。非常に変
わりましたよ。朝鮮人もセンジンと言ってま
した。そういう人も今はいないし、非常に日
本人の意識は変わってきていると思いますね。
だてに歳月は流れてるんじゃないと思います。

（呂）　僕の方から一つだけ言わせてもらいま
すと、僕が接触した日本人ですけど、確かに
だいぶ変わりました。日本に外国人が増えて
きたということもありますし、日本の対外依
存度が大分増えたということだと思います。
戦後の政策で輸出依存になったんですね、経
済が。むしろ私が今心配しているのは、戦前
を経験した年代の日本人ではなくて、今の若
者、20代から 30代のほうが逆に心配ですね。
　というのは、50 代、60 代は歴史観を勉強さ
れている。しかし、今の 30 代の方は、わりと
バブルの時に大学が終わっているんですね。

「ロンヤス時代」で高校生、大学が終わって、
それから小泉さんとブッシュの関係とかです。
実は、僕は銀行に勤めていて、50 代以上の人
にはだいたい中国の変化について聞かれるん
ですが、逆に 30 代の方からされる質問という
のは、僕から見ると、侮辱的な質問が多いで

工藤正司（財）アジア学生文化協会常務理事
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すね。中国からは、どうして悪いことばっか
り日本に来るんですかとか、全ての悪いこと
はどうして中国から出るんですか、とかです
ね。僕はしょうがなくて一つだけ答えました。

「いや、エイズは中国ではないよ」と。それは
精一杯の弁明です。
　何を言いたいかというと、日本は物凄く二
極分化していて、製造業とかの場所はどんど
ん国際的な交流が進んでいます。しかし、金
融業とかは、自分たちでまとまってやってい
る、日本国内に止まっているようなところは、
意識はそれほど変わっていない。特に、若者、
歴史観の無い方は。
　これをびっくりしないことですね。今は本
屋さんに行くと、アジアが悪いという論調の
本がたくさん置いてあるんですね。反対に、『な
んて素晴らしい国日本』、『底力のある国、日
本』、麻生首相が書いたようなタイプの本が並
んでいる。そういう意味では若者の歴史観は
違う。
　同じことが中国にも言えるんです。国粋主
義者が今、急増殖中です。下手をすると、こ
れまでの変化がダイナシに。
　そういったとこがいろいろあります。大き
な関係で見ると、進歩していることは間違い
ないことですが。

（符）　さっき、戦前の日本と今
の日本は変わっていませんと
言ったのですが、唯一変ったこ
とは、戦前の日本は民主主義が
無かった、戦後は確かにありま
す。その点の日本は評価してい
ます。
　ただし、呂さんが言ったよう
に歴史認識の問題がありますし、

最近の日本政府の留学生 30 万人計画や、イン
ドネシアやフィリピンから積極的に外国人の
看護師たちを日本に入れていますが、片一方
では、例えば、有事法制、国民保護法とかの
法律をつくり、国民だけを保護する。私たち
外国人はどう保護されるのでしょうか ?　さっ
き質問された方も言っていらしたように、震
災の時にはたぶん外国人を殺すことはない、
関東大震災のように毒を入れたというわさを
流すこともないでしょう。ただ、私たち外国
人がここにいて、日本の国民と同じように助
けてもらえるか、という点では、私の中にも
まだまだ不安はあります。
　私は外国人で、夫は日本人で、子どもは日
本国籍ですが、それらを繋ぐものは実は行政
の中には無いんですよ。夫がいなくなったら、
子どもがどこかに行ったら、私には何も証明
するものが無いんですね。ただの外国人です。
　だからそういった面では、日本は震災があっ
たとき、誰が外国人のことを考えるのか。そ
ういった面で、確かに不安はあります。

（キム）　それではマイクを戻して、お一人５
分くらいの時間内で発言なさるようにしてい
ただけますか。
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（イッティ）　では少し雰囲気を変えまして、
さっきの表 2（P16 参照）をちょっと出してい
ただけますか。これは人間社会は人の数、宗
教の種類、国境の線の数、あとは資源がなく
なるほど複雑さが増えていきますよね。その
中で、表２で 2020 年やこれから日本の国際化
を考える場合、僕は 1960 年生まれで、2020 年
にちょうど 60 歳ですが、自分をあてて考えや
すい時期軸ではあります。
　日本も 2020 年、2030 年になると、いろんな
課題が山積みの時でもありますので、今日は
留学生の切り口ですけど、さっき工藤さんか
ら説明がありましたように、現場サイドの要
請が非常にあって、留学生からはじまるもの
であって、実は需要からはじまるところもあ
りますので、日本だけではなくていろんな国
が国際化されているんですね。例えばタイの
中でもいろんな国の人が入って、今までにな
い状況が体験されるわけです。
　シンガポールは最たる良い例で、今でも人
口を増やしたいので、日本以上にいろんなと
ころから人を集めているわけです。タイの大
学を出た人は、先ほどの僕の話じゃないです
けど、就職先を探す時には実はシンガポール
は人気が高いんですね。なぜならば近いし、
英語が出来れば言葉も通じる。シンガポール
は日本がやろうとしていることを既に実行し
てきているんですね。シンガポールは既にそ
ういう時代に突入しています。
　僕は日本にいて感じることは、日本の中は
国際化していくと思います。そうなってくる
時には、やはり制度を作ったり、いい社会に
なっていくように仕組みを作っていくことが
大事だと思います。そのためにはこの 10 年、
10 数年は助走期間というか、今までは割合消
極的な増やし方、受入れ方、後先考える余裕

はなかった。でもこれからはもっと真剣に日
本の先を考えられたらなあと思います。
　この表はいろいろ真意を誤解されたりしま
すと危険なところはありますが、それがない
ことを願って、ちょっと言ってみたいと思い
ます。あるいはみなさんにも、考えていただ
きたいと思います。
　例えば文系で言いますと、日本に来ている
外国人の数は順番からいきますと、中国、韓国、
台湾、あとはアメリカ、タイですかね。
　将来もこの流れかどうかは実は一つの知り
たいことですが。今までのこの割合というの
は日本がしかけた要因・政策というよりは、
やはり外からの条件が多いと思います。さっ
きの戦前の話とかの要素を除いて、未来志向
的に考えた場合は、これからどこが日本と補
完的になって一緒にやったらwin-win situation
になれるかを考えたのがこの表です。　
　例えば高齢化ですね。意外とアジアは自分
の国が高齢化に向かっているということを知
らない。これは非常に深刻で、タイなどでも
当然人口専門家はいますが、言っていること
は国民はわからない。タイは 2020 年には今の
日本の平均年齢の 40 歳になります。なるけど
国としての貯金はないですね。今の様相です
と、それまでに工業力とか、社会の蓄えを備
える力もない。ですから、2020 年の高齢化社
会のときには日本以上に恐ろしい負荷の高い
社会になると議論されています。
　それでは、高齢化社会というのは、アジア
の課題で、日本もその中でうまくやりたい。
でもアジアもそろそろその辺が課題になって
きて、大変難しいと思います。
　こういう本があります。『老いていくアジ
ア』。これはとてもいい本です。日本の方はこ
の本に興味はあっても、まだ読まれてないか
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と思いますので少し紹介したいと思います。
『人口減少社会の設計』。これは日本の高齢化
に向かうための本ということで、できれば英
訳などをして高齢化に向かっている国の人に
は読んで欲しい。政策に携わる人に読んでも
らいたいですね。この本はアジアの人にも早
く読んでもらいたい。そうでないと、国が稼
ぐ前に歳を取ってしまうと大変なことになり
ます。これはちょっと誰かに英訳をやってい
ただけたら大変いいですね。
　そんな中で、ベトナムとインドネシアはま
だ人口が増える。そうすると、外の要素もあ
りますが、日本とベトナムはいろんな意味で
補完し合うところがありそうです。ちょうど
今、アンさんがいますけど、僕としてはそう
いうふうに見えるわけですね。
　今度、人口の増え方、減り方でいっても、
ベトナム辺り、インドネシアがあります。で、
2020 年にかけていろんな国はいろんな競争力
をつけたいと思いながらも、悔しいのですが、
タイはおそらくまだまだ弱い。弱いので、我々
みたいな理系の人は一生懸命勉強しても国に
はそんなにいい仕事はないですね。観光は一
生懸命力を入れても理系の人はそういう仕事

はない。ない場合には、ど
こかでいい仕事がしたい。
シンガポールに行ったり、
日本に来たり。
　要は国際協力の面で、ベ
トナム、インドネシア、タ
イあたりが 2030 年にかけ
て日本と補完的に。日本は
リードして、我々はお手伝
いできればと。工業レベル
も同じような感じですね。
では、農業のほうですがや

はりベトナム、タイは日本といい補完ができ
るかなと。　
　今度は文化の面ですが、さっきキム先生の
名前の呼び方、読み方の難しさを紹介された
んですが、表２には色の薄いところと濃いと
ころがありますが、僕の感覚では、これはまっ
たく僕の主観ですが、こういう感じかなと。
　あと、理系か文系かのところがあります。
タイは悔しいのですが、一生懸命理系の国に
したくても、なかなか難しい。文系の国とい
う感じはちょっとする。まあ文系というのは
定義は難しいですが、広い意味で理系で、日
本も理系とみなしますと、中国、韓国、台湾、
ベトナムが非常に日本とその辺の協力・補完
的と言えるのでは。
　文系のほうはインドネシア、タイあたりか
なと。日本との歴史的な複雑さを差し置いて、
これからは日本語をやろうとする時には、例
えばベトナムなんかは一生懸命だし、まだ産
業が育っていない分、みんな一生懸命なんで
すね。
　タイのエンジニアは大学を卒業しても、み
んな、のほほんとしています。就職がすぐに
できるので。ベトナムは優秀な人でもまだ国
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内に産業がないので、みんな一生懸命外国語
をやろうとする。例えばベトナムに行ったら
みんな図書館で夜遅い時間まで語学の独学を
やっているんですね。それを見ると全然違う。
　で、あとは要は冒険志向というか、日本は
非常にチャレンジングな国民性で、ヒマラヤ
に行ったり、南極に行ったりする国民性です
が、例えばタイの人はそうではないですね。
この要素というのは自分の国から出て行く文
化的要素があるかないかで、日本のその国々
との付き合方があります。
　一方、日本の労働力が足りない部分という
のは介護とかのローテクとはいわないですが、
サービスの分野は必
ず人が要りますの
で、そういうところ
の補完もありますね。
ハイテクに関しては
さっき言ったように
沢山の数は要らなく
て賢い人が3人、5人
集まると化ける世界
です。
　新しい製品を作る時はダメな人を 100 人集
めてもダメなんですね。やはり 1 人、2 人、3
人集まると、ああいう iPod なり、そういう
ものが出てきますので、世界はそういう人を
みんな欲しがる。やはりそういうところは国
境に関係なくなっていくんじゃないかと思い
ます。
　僕は自分の国のこともありますが、日本人
とのハーフの娘を持っているので、将来の日
本はどんな感じかなあと思いこの表２を考え
てみたのがこれなわけです。
　みなさんのほうからもご意見をいただけれ
ばと思います。以上です。

（キム）　ありがとうございました。次のかた
にお願いいたします。要点を話していただき
手短にお願いします。

（呂）　僕は反省から始めたいと思います。例
えば、日本に滞在する外国人ですね、フーさ
んのように、タレント性があって美声があっ
て、美貌は別としてですね（笑）、そういう人
は除いて、じゃあ僕のような人はどうすれば
いいか。それは、やはり特技があったほうが
いいですね。
　私の知り合いで、大変料理が上手な人がい
て、もう59歳のおじさんなんですが、いつも

彼のうちにお邪魔す
ると日本の若者がい
る。特に若い女の子
が多い。というのは、
彼は近くのスーパー
で、2000 円ほど材料
を買ってきて、美味
しい料理を作る。す
ると、学生達が来る
んですね。毎日のよ

うに賑やかですよ。彼は奥さんと子どもを中国
において、一人、59 歳の男性ですが、ここで
楽しんでいるんです。日本に物凄く友達を作っ
ているんです。その人のご馳走になっちゃった
ら、だんだん頭までが柔らかくなって、のせら
れちゃう。
　そういう意味では、何か特技を持つと非常
に人間の幅が広くなるんですね。その点、僕
みたいな人はどうしようもないですね。テレ
ビも見ないし、映画も観ない、お坊さんみた
いな生活をしていますから、そういう意味で
はここでストレス発散するだけになっちゃう
んです。
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　この観点からみると、中国の日本企業は、
僕は中国から来たので中国のことしか言えま
せんが、どこか足りないというか、製品はも
のすごく売ってますけれど、人間の顔が見え
ないところがありますね。
　2010 年に上海で万博をやりますね。僕は
ちょっとしたきっかけで、その万博の日本展
示の総合プロデューサーに会ったことがあっ
て、僕は彼に提案したんです。ブースを出す
日本企業に、自社で活躍している中国人の写
真とか、私たちの会社はこういうふうに中国
人を、あなたの国であなたの国民を使って、
訓練して、ここまで利益を出していますよと
いうことを出した方が
よいと。これを出すか
出さないかというのは
天と地の差です。
　例えば松下もＮＥＣ
も、中国の上海等で自
分が作ったケータイ電
話がいいとかなんとか
広告をたくさん出して
いますけど、それだけ
だったらどこの国のを買ってもいいじゃない
かということになる。機能はそんなに違わな
いんですから。別にＮＥＣのを買わなくても
いい。でもＮＥＣのケータイ電話の開発陣の
中に中国人のリーダーがいて、この人の目が
輝いていますと、写真に出ていたら、中国は
人は誰でも、この日系企業に入ってみたいと
なりますね。
　どうしてそういう意識を強くしたかと言う
と、アメリカがイラクに侵攻した時、ヨーロッ
パ系の雑誌とか新聞を読むと、イスラム系の
人の名前が出てくるんですね。ヨーロッパの
中東研究所などの人です。

　しかし、日本の中東問題研究所の人の論文
を見ると、全員日本人ですね。日本の国内に
いて、文献を調べてアメリカとイラクとこう
なっていると。どうしてイスラムの人を出さ
ないのか。モハマドでもいいですね、出てい
れば、日本はここまで進化してきたかと訴え
る力になる。要するにイスラムのことを研究
するのにイスラム人を使っていると。これは
天と地の差ですよ。日本のイメージにおいて
ですね。
　今回オバマさんがアメリカで大統領になっ
て、世界中がわいたんですね。オバマになっ
たら、アメリカはイラクに侵攻して、イラク

で悪いことをしたけ
れど、ちゃんと前に
向かって、次の自分
を検視していくとい
うことを、皆が感じ
るんですね。そうい
う意味では、やはり
日本の企業はおかし
い。
　僕は日本の大手銀

行でリサーチをやっていたんですが、やはり
そこで、日本のメディアが取材しに来ると、
同じことを言ったら、彼らは、日本人の名前
を出しますという。中国人の名前を出したら、
たぶん良くないというんですね。まだそうい
う意識ですね。要するに、国際交流とか大き
なことは言わなくていいです。小さなところ
から直せばいいんです。
　例えば、仕事場でエレベーターに乗る時、
課長とか部長はみんな前に前にいき、若者は
両側でボタンを押しているんですね。こうい
うようなことから直さないと、外国人を平等
に扱うというのは非常に難しいですね。外国
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人の意識では、例えば、中国人は、上と下の
感覚がないですから。だから共産党が人民を
おさえつけるのに物凄く苦労しますよね。無
いですから、上と下、もともと中国人には。
人間は本来平等であるという考えですから。
　日本の企業では、皆で社食に行くと、課長
とか部長が食べ終って席を立たないと、みん
なトレイを返せないんです。食べ終わったら
ずっと部長が立つのを待っている。そうする
と、中国人は従わなければならないんですよ。
たぶんアメリカ人なら先に勝手に返すんです
ね。目の色が違うから。髪の毛も違うし。で
も、中国人と日本人は東洋の文化だと。日本
人は東洋の文化を
日本の文化と同じ
と見る。だから中
国人はもう出来な
くなっちゃうんで
すね。そういう小
さいところから日
本人は直していく
と、外国人と、もっ
とスムーズになる
と思う。
　ところで、アメリカは今度サブプライムロー
ンの泥沼に入ってしまった。景気は、いつ盛
り返ってくるかわからない。
　アメリカはさておいて、世界がどうするか
は、アジアにかかっていますね。日本はいか
にアジアでのプレゼンスを高めて良さを認識
してもらうかですね。アジアの人たちもたぶ
ん生活レベルが上がってきて、日本の良さが
わかってくるんです。表面上は、近代的にこ
うなっているけど、日本のわびさびとかそう
いう文化というのは本質を求める文化ですか
ら、こういうのは必ず受けます。

　今回のこのことで、改めて日本は、みんな
の追う目標になる。そこで日本自身がアピー
ル上手になればと思うんです。要するに美人
ではあっても、もうちょっと化粧をして、ハ
イヒールを履いて、ポーズをとったら男は寄っ
て来るでしょうということです。
　そういうこともしていかなければ、せっか
くいいものがあっても伝わらないで、そのま
ま終わっちゃう。

（キム）　では、お二方の発言を聞いて、それ
からにしましょう。
　

（符）　私は、今日は元
留学生ということで
喋ってますので、私自
身の卒業後の歩みを見
るとですね、まず、卒
業してから 1 年間はテ
レビ局などでの研修を
受けて、シンガポール
に戻って国営放送に入
りました。その時一

番思ったのは、一度日本と縁を持つと一生離
れられないという感じです。どこに行っても、
会社に入っても、国営放送に入っても、「この
人は日本から」と言われる。今日本にいる留
学生が将来卒業して国へ帰っても、同じ受け
止められ方をすると思います。
　私が 2 年間シンガポールの国営放送に勤め
た時、「元日本留学生」という言葉、すごく重
く感じました。なぜかというと、その時テレ
ビに映った日本が、いいことをやったら日本
留学生としては誇りが持てる。でも、日本が
悪いことをしたらとても心配で悔しくて。
　それから日本に戻って、日本人と結婚しま
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した。子育てをまだ一段落できてない時に、
主婦だけじゃ不満足で、自分は仕事を持ちた
い。日本のテレビ局で働いたり、映像出版社
で助監督として勤めました。その時思ったの
は、日本留学生の活躍の場はいっぱいあると
思いました。問題は、日本の会社が、私たち
元日本留学生をどう見ているかということな
んですね。外国語の問題があれば、フーさん
来てください、と言う。放送局は 1 階から 19
階まであり、13 階は海外番組班で、私は毎日
そこに出勤していましたが、19 階の社長室か
ら、今外国人のお客さんが来るからと連絡が
入ると私は19階まで行きます。
　そういう場合には、
何か自分が 1 階から
19 階まですごい使われ
方をしていると思いま
す。でも、色々と使わ
れても、私が実際にや
りたいニュース番組、
私が伝えたいことを伝
える、そういう場は与
えられなかったんで
す。日本人と仕事をすると、あなたは「日本
人ではない」と見られていることがよくあり
ます。それは嫌です。
　私は幸運かも知れませんが、そのあとはシ
ンガポールの新聞社に就職し、今まで特派員
としてやってきました。
　私が言いたいことは、日本留学生はたくさ
ん才能があるんですね。私の友人達もやりた
いことがいっぱいあります。大学で勉強した
ことを一生懸命発揮したい。ただ日本の会社
に入ったら、それが出来るか出来ないかは、
日本人と外国人の間で凄く差があります。
　そこで、日本に言いたいことは、なぜ日本

留学生が日本に残らないで、他の国に行って
しまうのか。これは、日本が留学生の受入れ
を 10 万人、30 万人と言っても、日本は留学
生のことを心から理解しないままだからです。
30 万人、100 万人の留学生がいても何も心か
らの言葉が聞こえてこない。日本に来るまで
は留学生たちもきっと日本に対して希望を
持っていました。しかしその人たちが失望し
て帰ることが多いのは残念です。石井先生が
おっしゃったように、日本人自身が変わらな
いと、日本という社会が変わらないと、やは
り日本留学生はいつになっても、迷いながら、
仕事をしたり、生活をしたりすることになる

のではないかと思
います。

（キム）　最後にな
りますけれど、ど
うぞ。

（アン）　次回呼ば
れなくてもいいよ
うに覚悟していま

すので、ややきつい発言をさせていただきま
す。符さんとも意見が同じになってしまうか
も知れませんが、留学生が日本で勉強したこ
とは一生、ついて回るのです。その運命が、
国に帰っても、私は周りを見ているのですが、
日本との関係を持ちながら何らかの形で仕事
をしています。その意味で、留学生は自国で
活躍したほうがいいと私は言っています。
　例えば、ベトナムの場合は国に帰っても、
日本の現地法人や、日本の企業と取引してい
る会社に入って働いている人が周りにいっぱ
いいます。その中でも、日本で大学を中退し
て帰った人もいるのです。日本ではあまりい
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い思い出はないし、学校もちゃんと卒業でき
なかったし、悪いイメージはあるのですが、
それでもベトナムに帰って日本との関係を持
ちながらやっていると聞いています。それは
運命ですよ。私がホエ先生の誘いで日本に来
たのも運命です。それは否定できない。ただ
それだったらもっといい方法に向かっていこ
うじゃないかという意思が僕らの方にはあり
ますので、あとは日本の方々、日本政府がそ
れをどう受け止めるのか、というのがあるの
ではないかと思います。
　もう一つ、留学生の話なのですが、周りを
見てみてもちゃんと大学に入って奨学金をも
らって、進学していく人もいればですね、毎
日アルバイト漬けで時間がなく勉強ができず、
学費と生活費のためにアルバイトをする、そ
れで成績が悪いと、来年になっても奨学金が
ない、それでまたアルバイトをしなければな
らない、その悪循環の繰り返しで、4年間の留
学生活はアルバイト漬けになってしまう、そ
ういう人もあります。その人に対して、精神
的なところだけでもフォローしてあげる人が
いれば、最初の１年間、苦しみながら我慢し
てもうちょっと成績を上げれば、もしかした

ら次の年に奨学金がもらえ
たかもしれない、悪循環か
ら脱出できたのかもしれな
い。そういった精神的なケ
アだけでも意味があると思
います。
　そういう意味では、留学
生を増やしたままそれをケ
アする人々、例えば大学で
は留学生担当の方々ですね。
その数を整えないで入れて
いってしまうと、受け入れ

側がパニックになってしまうんですね。僕の
出身の大学の学部の留学生担当の先生が話し
たのは、最近留学生が多くて、問題が多過ぎる。
ある時、病気で入院や、住まいのトラブル等
が一気に起きてしまい、その先生もパニック
になってけっこう苦労したという話を聞きま
した。なので、あまり数にこだわらずに、質
をちゃんと、今フォローすれば次があります。
今を無視して、次だけを見るのであれば、い
つか破綻します。
　もう一つ、大学時代部活に入っていて日本
の先輩後輩関係を身を持って経験しました。
練習の時の適切なアドバイス、部活のことだ
けでなく生活のこと、遊びのこと、そのほか
いろいろ日本について教えていただき大変良
かったし役に立ちました。しかし、会社に入っ
てからの人間関係には少し戸惑うことが多い
です。日本以外の国では仕事では実力主義の
国が多い中、日本のほとんどの会社はまだ年
功序列であり、外国人には馴染みにくい会社
文化・土壌があると思います。今後外国人が
日本で働くには、こうした問題があるだろう
と思うし、こうした問題にお互いがどう向か
い合うかということも課題としてあげること
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ができると思います。
　最後ですが、唐突な意見かもしれませんが、
日本は戦後一人でずっと突っ走ってきたとい
うふうに思うのです。それは欧米に対して自
分は負けないぞ、という意識からかもしれま
せんが、その際に周りに味方を付けることを
忘れて、ついに、ふと気づいた時に周りに誰
もいない。そして自分が疲れてきた。どうし
ようかと。じゃあ助けを求めようと思うが、
周りがまだずっと後ろにいる。その差をどう
埋めていくかということが、これからの課題
ではないかと思います。
　これはあくまでも漠然とした私の感想なの
ですけど。私からは以上です。

（キム）　ありがとうございました。最後に皆
さんの発言を聞いた石井先生が、最初にお話
しなさってくださった問題提起との関連で、
どういうふうに意味づけるかということを石
井先生からまとめて整理していただくのが一
番よいのではないかと思います。

（石井）　わたくし、まとめるのが下手なんで
すが、今日のお話を承っていて、いくつかの
ことを感じましたので、そのことを申し上げ
たいと思います。
　日本人は過去 160 年の間に大きな変化を２
回経験しているわけですね。つまり徳川 250
年の歴史、それでちょんまげをゆって刀を 2
本差していたのが散切り頭になる。全て、トー
タルに価値を否定するという経験をしました。
　それからヨーロッパに行って勉強して、日
本をなんとかして近代化しようとした。その
努力の中である種の帝国主義的な発展があっ
て、戦争がおこる。私は実は我ら少国民世代
なものですから、私がちょうど小学校 2 年の

時に、日中戦争がはじまったんですね。それ
からずっと巻き込まれていく。ところが、中
学３年生の時に、戦争が終わったわけです。
そこでまた過去明治以降のものを全部否定さ
れたわけです。
　わたしはもう教科書に墨を塗るのがうまく
なりましてね、全部消さなければいけない。
そうすると読むところが少ないんですね。読
むところが少ないほうが勉強しやすくていい
やとみんな言ってやってたわけですが、そう
いう大きな変化を２回繰り返したんですね。
　ところがその戦後、60年経って、この60年
というのは物凄く長い時期なんです。で、私
は今日のことを承っていて、やはり世代の違
いというのは私はキム先生とあまり歳は違わ
ないのでだいたい感じはよくわかるし、今おっ
しゃった韓国、朝鮮、在日の問題もよくわかる。
　実は私は、NHK が今の韓国語の講座を始め
る時に、勉強しようと思いまして、1年間アン
ニョハセヨとやったわけです。その時一番関
心を持ったのは、この言葉をなんと言うかと
いうこと。そうしたらスピーカーは私の友人
なんですが、「この言葉では・・」とはじまっ
たんですね。つまり先ほどの話ではないけど、
朝鮮語とも言わないし韓国語とも言えない。
NHK が変なことを言ったら問題になりますか
ら。ところが今、世間ではハングル語を学び
ましょうなんて言ってますね。ハングル語な
んていう言葉はないわけです。ハングルとい
うのは文字のことですから。
　それも今、キム先生がおっしゃったように、
正面切っていかない、逃げて行く姿勢のまさ
に典型的な例だと思います。
　私はまずその意味でこの 60 年代から 70 年
代、大きな価値観の違いがある。で、我々が
戦後というと、1945 年を思い出すのですが、
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多くの方は 1945 年まだお生まれになってな
かったわけですね。で、こないだある学生と
話して、「日本ってアメリカと戦争したってマ
ジ？」って聞かれましてね、びっくりしたん
ですけど、本当にそうですね。考えてみれば、
私の世代で日清戦争の話、日露戦争の話を聞
いたらおそらくそう言っただろうと思います。
　それくらい世代は変わってきているわけで
す。世代が変わってきている間にいろんな意
味で違ってきている。私は実は今、オースト
ラリアに留学している孫がいるんですけれど、
彼が今度結婚したんです。中国人と結婚した
んですね。私はまったく考えてなかったので
すが、彼は非常に仲
よくした中国人と結
婚して今度結婚式を
オーストラリアであ
げ、中国でもあげ、
日本でもあげる。
　私はそれを聞いた
時に、「外国人と結婚
するの？」と思うわ
けです。私はやはり
古いんですよ。ところが今の私の孫にしてみ
ると非常に仲がいい女性がいて、一緒に働い
ていると。一緒になろうって結婚する。
　これはやはり世代の問題があるんですね。
その意味で歴史的なものの変化というものの
中でいろんなものをとらえていかないとまず
いというのが 1 点なんです。その意味で日本
人の間にも当然価値観の違いというものが出
てくる。
　それから今まで想像もしなかったことは、
例えば高齢化といった問題が起こって、人材
が不足になるという、その文脈でさっきもお
話があったように、30 万人留学生を入れるよ

うになる。これもかつてはそんなことは考え
られなかったことですね。
　ですからそんな意味で日本の社会が物凄く
変わっていっているわけです。ところがその
変わっているものを果たして日本人が認識し
ているかというと、どうもあまり認識してな
いですね。今日はメディアの方が来られてな
いのが極めて残念で、メディアの方がおられ
たら、私は文句を言おうと思ってたんですが、
メディアの方がある意味極めて日本的、極め
て保守的なんですね。むしろ、メディアの方
が我々を引っぱって、こっちの方へ行かなけ
ればだめだと言ってくれなければいけないの

ですが、いわゆる
世間に迎合という
わけではないです
が、1000 万部新聞を
売るためには、若干
世間の期待している
もの、つまり日本の
新聞というのは真実
を伝えるのではなく
て、日本の読者が読

みたいと思う記事を書かなければいけない。
　私はタイにいる間に何人もタイにいる日本
の大新聞の新聞記者と話したんですが、こっ
ちが記事を送っても、こんなのダメだとデス
クがボツにするというわけですね。つまり真
実をよく知っている人が送っても、日本人の
感覚と合わないとダメにする。これは非常に
具合が悪いと思うんですね。日本というのは
世間というのを非常に気にする民族で、これ
はこれからも変わらないと思うのですが、だ
としたら、その世間というものが変わってい
かないといけない。
　その例、客観的に高齢化の問題、そして人
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材が入ってくる。留学生の意味が変わってく
るわけですね。こういうものを歴史の文脈の
中に見た時に、我々は何をしなければいけな
いのかということを考えていかないといけな
いと思います。
　残念ながら、ここだということを教えてく
れる人はあまりいないわけで、今日ここに集
まっていただいたみなさんは、そういう意味
で本当に意識が高い方だと思うのですが、こ
ういう討論を繰り返してしていくということ
が非常に大事だと思います。その意味でアジ
ア学生文化協会は大変いい仕事をしておられ
ると、私は思っているわけなんです。
　「留学生の問題」を
伝統的な意味でとら
えるだけでなく、日
本が国際化していく
文脈の中で、人口の
流動性が起こる。そ
の流動性、つまり日
本は単一民族か民族
じゃないかというこ
とで、大臣が怒られ
たりなんかしましたが、そんな問題じゃない
わけです。日本の中は物凄い勢いで変わって
いる。それに対して我々はどういうふうに対
応しないといけないのかということを、議論
する場というのは絶対に必要なので、今日、
私は話を、「日本留学後の進路」というのをむ
しろ無視して、「ヒューマンネットワーク」だ
けに絞った理由はそこなんですね。
　つまり、留学の問題というのはその一部で
あって、大事なことは人間のネットワークを
作るということ。それにはどういう障害があっ
て、どうしうたらうまくいくのか、というこ
とを今日、我々は 4 人の先生、キムさんを含

めて 5 人の方から大変学んだというふうに私
は思っております。そういう意味でですね、
これでもう３回やったから終しまい、と言わ
ないで、ぜひ来年も又やっていただきたいな
と思います。どうもありがとうございました。

（キム）　石井先生のお話を聞いて、簡単に私
の感想を述べさせていただきたいと思います。
本日は「アジアのヒューマンネットワークを
問う・2008 年～日本留学後の進路」という主
題でお話を進めてきましたが、私の考えでは、
日本留学をしたアジア人を考えるだけでなく、
アジアにおける日本留学の意味を考えること

が、もう少し積極的
な日本とアジアの関
係を築く上で生産的
ではないかと思いま
す。つまり日本の中
で、あるいは日本企
業で、留学生をどう
扱ったかという問
題だけでなく、彼ら
が今日発言したよう

な問題を抱くそれぞれの国と日本、またはア
ジア諸国との関係を問題提起した点で意味が
あったのではないかと思います。 

　それではちょうど時間がきましたので、以
上をもって今日のシンポジウムを終了させて
いただきたいと思います。みなさま、どうも
ありがとうございました。

（工藤）　今日は皆様本当にありがとうござい
ました。
 （終）


